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0. はじめに
日本語と中国語とで字順の逆転するこ字漢語
一日本語の漢語が中国語で逆転するものを中，1)1こー
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現代日本語の中に 「液体一体液」「会議一議会」のように宇順の逆転するこ宇漢語が
存在している。中国語にもこの二組の漢宇語葉がある。また、日本語には 「改変」変改」
「習慣寸貫習」とし、う宇順の相反する漢字語葉があるが、中国語には 「改変j 「習慣」
しかない場合もある。同じく、中国語には「回収一収回」 「期限一限期」のように逆転現
象があるが、日本語には「回収」「期限」しかない場合もある。辞書を調べた際、中に
は宇順の同じものもあれば、宇JI頃が逆の組み合わせになっているものもある。同じ宇
順で書かれていても、日本語としての意味と中国語の意味が常に同じであるとは限ら
ず、更に逆の場合もあり、それぞれの意味関係は複雑である。
日本語の宇順の逆転現象にっていの研究は江戸時代からいろいろなされている（鈴
木 1986；荒川 1997など）。中国語の宇順の相反する漢字言吾葉について扱った論稿もた
くさんある。しかし、中国語と日本語における宇順の逆転現象に関する対照研究は、
管見の限り僅かである。
そこで、本稿は日中対照研究の観点から、両言語における宇順の相反する二宇漢語
の中から日本語の漢語に軸を置き、その宇順と相反する中国語を抽出し、基礎資料と
してその数がどのくらい存在するかlこついて調査した上で、日本語の漢語が中国語で
逆転する二字漢語に限定し、同じ漢字を使って、宇順が逆になることで、両言語の間
で、の相違について分析することを目的とする。
1. 先行研究とその問題点
1. 1 字順の逆転する日中両言語の分類
竹中（1988）は、『常用同素反序詞邦幹斤』、『漢語詞匪的統計分析』を基礎にして、 『日
本語国語大辞典』・『漢和大辞典』によって確認し、日本語と対応する中国語を任意に
抜き出している。竹中（1988）では二字漢語の語順の逆転する分類としては、（イ）日
本語・中国語の両方に逆転現象のあるもの、（ロ）日本語には逆転現象があるが中国語
にはないもの、（ハ） 中国語には逆転現象はあるが日本語にはないもの、（ニ）日本語
に対応する中国語が逆転するもの、と分けられている。中国語と日本語の字順の逆転
現象を調べ、典型例の検討を通じて逆転原因を探った。
1. 2 漢語の意味を分析する際の分類方法に関する先行研究
日中間言語の漢語をさまざまなタイプに分類し、 一つ一つの漢語の意味範囲や用法
の違いなどを究明する研究と して文化庁（1978）が挙げられる。具体的には日本語教
育において初中級の段階によく出てくる漢字音読語1882語を取り出し、『現代中日辞
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典』と『現代日中辞典増刊坂』の二つの辞書を使用し、意味を調べ比較した。その
結果、以下のように 「S」・「0」・「D」・「N」の4種類に分類されている。
S (Same）：日中両国語における意味が同じか、または、きわめて近いもの。
0 (Overlap）：日中両国語における意味が一部かさなってはいるが、両者の聞にずれ
のあるもの。
D (Different）・日中両国語における意味が著しく異なるもの。
N (Nothing）：日本語の漢語と同じ漢字語が中国語に存在しないもの。
1. 3 二字漢語の結合パターンと意味用法について
鈴木（1986）では、明治初期に刊行された玉冊の漢語辞書から恋意的に宇順転倒の
二宇漢語（100対）を抽出し、語嚢表を作り、 二宇漢語の性格と意味的結合ノfターン
について分析している。二宇の漢字の結合ノミターンとしては同義的、対義的、客体関
係と補足関係、修飾関係と主述関係に分けている。また、宇JI頃が逆転しても、両語形
の聞に際立った意味の違いは認めがたく、語葉表にあげたものも意味がほとんど同じ
であると述べている。ただし、「移転 ・転移、隔離 ・離隔」などは前者が自動調的で、
後者が的という違い、「困窮・窮園、実情・情実」との聞に日常語と文章語というよう
な文体特徴の違いを認めている。
1. 4 先行研究の問題点
竹中（1988）の日中両言語における字順の逆転する現象に関する分類は、日本語内
部における逆転現象と中国語の中における逆転現象とし寸分類がないので、不十分だ
と考えられる。また、逆転する原因を探る方法としてはいくつか典型的な例を挙げて
説明したが、両言語を比較する際、網羅的、かつ、客観的に言葉を抽出し、分析する
必要があると考える。分類研究（文化庁 1978）は意味を基準にして分類しているが、
30年以上も経った現在から見ると、漢語の意味が変化した場合もあり、改めて検討す
る必要があると考えられる。鈴木（1986）では宇）｜慣が逆転しても、品調と文体特徴の
違いを除き、両語形の意味がほとんど同じであると述べているが、「社会・会社」のよ
うに字JI買が逆転して、意味が全く異なってくる例は多くあると考えられる。
2. 研究方法
中国語と日本語における宇順の逆転する二宇漢語を網羅的かっ客観的な研究はあま
り見られない。本稿は辞書を使用し、悉皆調査を行う。
2. 1 使用辞書と辞書選定の理由
原則として日本語は 『岩波国語辞典』第七版新版（岩波書店）（以下『岩波』と略す）
を使用し、中国語では中国で作られている『現代漢語詞典』第6版（商務印書館）を
使用した。また、客観性を高めるために『新選国語辞典』（小学館）、『新華漢語詞典』
最新修訂版（商務印書館）、などをもあわせて参照した。『岩波』は2011年に出版され、
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比較的新しい辞書である。 加えて、採録語が現代生活に必要なものという観点から厳
選され、時代と共に変遷した言葉の語義まで記載されているのが特徴である。これが
『岩波』を選定した理由である。『現代漢語詞典』は1978年に初版が出版されてから
中国の学校教育に大きく貢献し、中国語の辞書としては初めて品詞が表示されている
という理由で使用辞書と して選定した。
3. 調査
3. 1 調査対象
日本語の二字漢語を抽出する際、調査対象とする二宇漢語のべアの絞り方について
は、以下のように設定した。
ア、同形であるが読み方が違い、そして二つの見出しを持ち、その使用に際して意
味や位相等の相違が認められるものは、それぞれ別のものとして扱った。
おんせい おんじよう れし、はし、らし、はし、
例 ：音声、音声 礼拝、礼拝
イ、同形で読み方が違い、 二つの見出しを持つが、一方が空見出しとなっているも
のは、本見出しのみを対象とした。
例－客観かっかん きやっかん→客観きやっかん
情人じようじん じようにん→情人じようじん
実名じつめい じつみょう→実名じつめい
識見しきけん しつけん→識見しきけん
ウ、同義で、二つの書き方や書き換え語を持つものは一つに統ーした。
例 ：峻険峻険→峻険
エ、はっきり当て字とわかるものは除いた。
例：数奇（すき） 達示（たっし）
オ、人名・地名・ 書名 ・元号などの固有名詞を除外した。
例 ：端木（中国語）
このような作業規則に基づき、採集作業を行った。
3.2 分類方法と本稿の研究対象
調査した範囲で、抽出した三字漢語を以下のように分類する（表1）。二宇の漢字をそ
れぞれA、Bとすると、 AB、BAとし、う字順の相反している二つの語形をとる。 比較の
便宜上、中国語も日本語の漢字字体を用いることにする。
a.中国語と日本語の両方に逆転現象のあるもの。
b.日本語には逆転現象があるが、中国語には一方しかないもの。
C.中国語には逆転現象があるが、日本語には一方しかないもの。
d.日本語には両方あるが、中国語にはどちらもないもの。
e.中国語には両方あるが、日本語にはどちらもないもの。
f.両方とも一方しかないが字順が逆転するもの。
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g.中国語と日本語の宇！｜頃が同じであるもの。
h.日本語だけにあるもの。
i.中国語だけにあるもの。
表1 日本語・中国語問でのこ字漢語の分類（筆者作成）
日本語 中国語
例
日本語 中国語
a AB BA AB BA 愛情情愛 愛情情愛
b AB BA AB 階段段階 階段
C AB AB BA 相互 相互互相
d AB BA 語類類語
e AB BA 愛心心愛
f AB BA 胃腸 腸胃
g AB AB 英明 英明
h AB H音涙
AB 時尚
g.h. iは逆転現象とかかわらないため、研究の対象外とする。a～ eは字Ji慎の逆転現
象とかかわるが、別稿で論じる。なお、本稿の対象になる逆転するこ字漢語は、 f日
本語と中国語両方とも一方しかないが宇Ji買が逆転するものに限定し、考察を行ったO
3.3 意味分類
字順の相反するこ字漢語のすべての組が、必ずしも同義であるというわけではない。
同一の漢字が用いられているから、ほぼ同義であるように思われがちであるが、 一宇
一宇の漢字の意味が字順によって異なっている場合もある。意味関係については、個
人の主観に依存するところが大きいので、その分類に当たっても、研究者によって異
なるが、筆者は辞書の記述により判断し、分類した。
本稿はfに属する二字漢語346組の意味を一語ずつ分析した。これらの意味につい
ては以下の手順を踏まえて処理を行った。中国語の意味を調べる際には、『クラウン中
日辞典』lこ載っておらず、『現代漢語詞典』に載っている言葉を筆者が『現代漢語詞典』
に記載されている中国語の意味を参考にして翻訳した。また、二つの辞書の記載が異
なる場合、中国で出版された辞書を基準にしてまとめてみた。
fの意味分類としては、文化庁（1978）の分類方法を参考にし、以下のように区分
する。
S. 日中両国語における意味が同じか、または、きわめて近いもの（以下 「同義」
とする）。
例：日本語貸借 ：かしかり。簿記で、貸方と借方。（『岩波』）
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中国語借貸： a. （金や物の）貸し借り。
b.帳簿上の貸し方と借り方。（『クラウン中日辞典』）
この場合は、日本語の 「貸借」と中国語の「借貸」の意味が同じまた近いものと
認められるため、このような言葉をSに分類する。
0. 日中両国語における意味が一部重なってはし、るが、両者の聞にずれのあるもの
（以下 「部分重複」とする）。
例：日本語装着：衣類などを身に纏うこと。更に広く、付属品類を本体に取り
付けること。（『岩波』）
中国語 着装： a.服を着たり、靴などを履いたりすること。
b.服装（『現代漢語詞典』第6版の解釈を訳した）
日本語と中国語両方とも 「衣類等を身にまとう」としづ意味があるが、日本語の
「装着」 には 「付属品を本体に取り付ける」とし、う中国語の 「着装」にない意味も
ある。中国語の 「着装」には 「服装」とし、う日本語の 「装着」にない意味がある。
このような種類の言葉を0に分類する。
SU.一方が他方を包摂するもの（以下「包摂」とする）。更にI日本語の意味範囲
のほうが広いものとE中国語の意味範囲のほうが広いものに分ける。
例：日本語時報i: a. （ラジオなどで）正確な時刻を知らせること。
b.その時々の報知。また、それを掲載する雑誌類。（『岩波』）
中国語報時：時刻を知らせる。（『クラウン中日辞典』）
日本語の 「時報」は「正確な時刻を知らせること」の意味以外、 「その時々の出来事
などの報知」とし、う意味もある。この種類の言葉をSu Iに分類する。
例：日本語売買：売り買い。売ったりかったりすること。
中国語買売：①売り買いをする。取引をする。②商売
中国語の 「買売」は 「売り買し、」の意味以外、 「商売」という意味もある。中国語に
おける意味用法の範囲が広いため、こうしづ種類の言葉をSu Hに分ける。
D. 日中両国語における意味が著しく異なるもの（以下「異義」 とする）。
例：日本語 ：絶叫：ありったけの声を出して叫ぶこと。（『岩波』）
中国語 ：叫絶：絶賛する。喝さいする。（『クラワン中日辞典』）
この場合は、日中両国語での意味が著しく異なるため、日本語の漢語を中国語の知
識で理解すると、誤解を招きかねないと考えられる。そこで、この種類の言葉をD類
としえ捉える。
これらを図示すると、以下のようになる。
1香港、台湾では用いられるが、大陸では使用されない。
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図l 意味関係の分類
同義（s) 部分重複（0)
。
包摂（SU) I 異義（D)
。。
4.分析
抽出した日本語の漢語が中国語で逆転する二宇漢語の数を表2にまとめた。表2か
ら分かるように、全部で 346組が抽出され、その中、「S」に属する二字漢語が 106
組で31%を占め、「O」に属するのが34組で10%を占め、「SUI Jに属するのが21
組で6%を占め、「Su H」に属するのが28組で8%を占め、「D」に属する語が最も
多く、 157組で45%を占める。
表2 逆転する二宇漢語聞の意味関係
合計
語藁数 I 346組
比率（%） ｜ 100 
s 
106車且
31 
0 
34車E
10 
SUI 
21組
6 
S UII 
28キ且
8 
?
?? ?
荒川（1997）は二字漢語の宇順車珂到について、幕末明治初期に、洋書和訳作業の必
要に応じて、日本の洋学者たちが中国語の古典や漢訳書から既存語を取り入れ、意味
を変えずに宇順だけを事珂到させ、新造訳語として使い始めた可能性が高いとしている。
鈴木（1986）では字順が逆転しても、品詞と文体特徴の違いを除き、両語形の意味が
ほとんど同じであると述べている。即ち、荒川、鈴木の主張は意味に変化がなく宇JI頃
だけ転倒した語葉についてのみ説明している。しかし、表2から分かるように、日本
語の二宇漢語が中国語で逆転する場合、意味が共通するものは31%を占め、意味が異
なるものが一番多く、半分近く占めている。このことから、日本語内部における宇順
の逆転現象と違い、日本語と中国語の問での宇順が逆転する場合、意味が大きく変わ
ると言えよう。
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語葉数
品詞性が異なる語葉数
表3 品詞性が異なる語葉数
0 
34車且
23車且
SUI 
21車E
12車E
S UI 
28店且
16 ＊且
D 
157車且
81車E
表3から分かるように、「S」に属する 106組の三宇漢語の中で両言語の品詞性が異
なるのは69組あり、 「O」には23組あり、 「Su I」には 12組あり、「Su E」には
16組あり、 「D」には81組ある。品詞の違いは意味のずれが生じる原因の一つである。
意味が同じで、あっても、品詞性が違うと、誤用が生じやすいため、品詞性の相違を明
らかにする必要があると考える。
4. 1 Sに属するこ字漢語の品詞性についての分析
表4 Sに属するこ字漢語の品詞性の異同
λょ~ 名調 名詞 ・ 形容詞 動調 高I］詞動詞
名詞 33 2 3 10 。
名詞・他サ 。 4 。 20 。
名詞 名詞・白サ 1 。 2 12 。
名詞・自他サ 。 。 。 7 。
名詞・形容動詞 。 。 9 。
名調・副詞 。 。 。 。 1 
形容動詞 。 。 。 。
（表の中にある 「｛也サ」は「サ変他動詞」の略、「自サ」は「サ変自動詞」の略、「自
他サ」は「サ変自動詞他動調」の略である。以下同じ）
表 4から分かるように、 Sに属する二宇漢語の中で、品詞性が一致する語葉は 37
組で、その中の33組が名詞であり、 4組が名詞 ・動詞である。
①胃1か月易胃（名詞ー名詞）（左側は日本語、右側は中国語、以下略す）
日：胃と腸。また、消化器。
中：（医学）胃腸、人の消化器。
日本語の意味と中国語の意味が同じであり、品詞性も同じく名詞である。
これと同じ用例は以下で示す。
液汁一汁液堰堤 堤ー堰応幸ト報応学才一才学紀制云紀駄一火矩
勲舟功勲工員一員工誤脱一脱誤誤謬一謬誤歯牙ー牙歯土爵一爵土
氏名古氏習癖癖習水魚鳴水水薬一薬水性癖蝉性層雲一雲層
清毒一毒清属｛刺繍敵前一前敵徒党一党徒病弊弊病亙女一女亙
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文範一範文 変災一災変謀計一計謀毛根ー根毛螺馬一馬螺論策一策論
金2尼ー 泥金 誤謬一謬誤
②慰安安慰（名詞 ・他サー 名詞・動詞）
日：慰安慰みをして心を休ませること。
中：安慰慰める。安心させる。心安らかな様子。
日本語の意味と中国語の意味が同じであり、品詞性も同じく名調と動詞である。他
に「制限限制貸断昔貸探偵イ貞探」がある。
意味は同じであるが、品詞性が異なる語葉が69組で、以下の表のようになる。
表5 Sに属する品詞性の異なる語葉例
日本語の品詞性 中国語の 語葉例
品詞’性
他サ 動詞 運搬搬運管掌掌管検屍屍検献呈呈献攻囲囲攻
購求求購賞賛賛賞植栽一栽植窃盗ー 盗窃送呈 呈ー送
短縮寸首短読荷諦読難詰 詰ー難伐保イ采伐抱擁ト擁抱
名 誘引一引誘例示 示ー例購求一求購 j慮過噛櫨慰惜撫慰
詞 自サ 動詞 姦通一通姦感銘寸名感結審 審ー結習烹ト熟習 心労 労ー心
湖上一上湖病臥 臥ー病 面会一会面離脱ー脱離離叛 叛ー離
欝積一積欝 去来一来去
自他サ 動詞 決f貴f貴決展延延展露呈呈露畏敬敬畏制限一限制
貸｛制昔貸探偵イ貞探
名詞 動詞 凶行一行凶倦厭一厭倦詐欺一欺詐事犯一犯事守株ー株守
受忍一忍受年賀ー賀年比倫ー倫比牧音畜牧解離離解
名詞 ・形容動詞 形容詞 頑冥 冥ー頑恭謙謙恭峻厳 厳ー峻暗黒一黒暗緩徐 徐ー緩
艶美一美艶雑乱乱雑 爽涼涼爽静粛一粛静
名詞 形容詞 義侠ー 侠義酸鼻一鼻酸恐憧ー憧恐
名詞 名詞・動詞 脅威一威脅電閃一閃電
名詞 ・自サ 形容詞 熱狂一狂熱老喪衰老
名詞・自サ 名詞 紛糾一糾紛
名詞・形容動詞 動詞 従順 Ji頃従
形容動詞 形容詞 雑駁ー駁雑
名詞・高1］詞 高1］詞 常時一時常
意味が同じで、あっても、品詞性が異なると、用法なども違ってくるので、注意すべ
きである。
4.2 orこ属する漢字詰量についての分析
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0に属する語葉は34組で、品詞性が一致する語葉は 11組で、その中の 10組が名詞
であり、 1組の 「装着 着ー装」だけが名詞 ・動詞である。
日：素因 ある結果を生ずる元。原因。（医学）その病気にかかりやすい素質。
中：因素構成要素。要因。
両言語とも「原因」とし、う意味があるが、日本語の「素因」は中国語の「因素」に
ない「その病気にかかりやすい素質」という意味もある。また、中国語の「因素」は
「構成要素」という意味もある。
これと同じ用例は以下で示す。
教職職教径路一路径佐官一官佐首魁魁首呪符イ午呪食膳膳食
期日一日期 文言語一語文楼門一門楼
品調性がそれぞれ異なる語葉は23組で、表で表すと以下となる。
表6 0に属する品詞性の異なる語葉例
日本語の品詞性 中国語の品詞性 語葉例
名詞 他サ 動詞 押収収押改イ彦イ｜牽改急告一告急
視診診視買収収買
自サ 動詞 見参一参見減衰一衰減反逆一逆反
抱合合抱露顕顕露
自他サ 動詞 解消一消解
名詞 動詞 航続新商L重宝（じゅうほう）一宝重
跳弾弾跳賓礼一礼賓別百辛 辞ー別
名詞 名言司・動詞 蕃排塀蕃
名詞 ・自サ 形容詞 切迫寸息切
名詞 形容詞 保安安保紡毛ァ毛紡猛威一威猛
名調 ・自他サ 動調 ・副詞 事珂到イ到転
名詞・自他サ・ 動詞 重宝（ちょうほう） 一宝重
形容動詞
4.3 s u Iに関する漢字語藁についての分析
中国語より日本語の意味の方が広い語葉 21組の中で、品詞性が一致する語藁が 9
組あり、すべて名詞である。
日：主賓来客中の一番主な人。正客。主人と賓客。
中；賓主客と主人。
日本語の 「主賓」は「主人と賓客」としづ意味以外に 「正客」としづ意味もあるが、
中国語の「賓主」は 「主人と賓客」の意味だけである。
これと同じ用例は以下で示す。
額面一面額気風一風気薬俳湯薬市街一街市障壁与壁障前史一史前洋銀ー銀洋
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暦日日暦
品詞性がそれぞれ異なる語葉が 12組で、以下の表のようになる。
表7 SU Iに属する品詞性の異なる語葉例
日本語の品詞性 中国語の品詞性 語葉例
名詞 他サ 動詞 戒十告戒忌避避忌選評一評選
知得戸得知発刊一刊発 問責一責問
自サ 動詞 随伴イ半随駐留寸葺駐
名詞 他サ 名詞 施設 設ー施
自サ 名詞 着衣一衣着
名詞 動詞 時報一報時
名調 副詞 後日日後
4.4 s U Eに属する漢字語葉についての分析
日本語より中国語の意味の方が広い語葉は28組で、品詞性が一致するのが 12組あ
る。その中、 10組の「俗塵 塵ー俗位牌一牌位元三一三元才人一人才砂鉄鉄砂従
僕寸業従水肥一日巴水鮮魚ィ魚鮮電機一機電塁壁ー壁塁」が名詞であり、 「売買一買売、
落着 着ー落」が名詞・動詞である。
品詞性の異なる語棄が16組で、表で表すと以下になる。
表8 SU Eに属する品詞性の異なる語葉例
日本語の品詞性 中国語の品詞性 語葉例
名詞 動詞 情動動情天変」変天詠歌歌詠
名詞 他サ 動詞 充填一填充呪言且誼呪点検一検点
白サ 検尿 尿ー検
名詞 ・他サ 動詞 ・形容詞 抑圧一圧抑
名調 ・他サ 動詞 ・副詞 許容一容許
名詞 名詞 ・動詞 三ロi:e＇＝世三￥一世話三主量ロ三
名詞 名詞・動詞・形容詞 貴顕一顕貴
名詞 ・自サ 名詞 失錯ー錯失談笑.~談
名詞 ・形容動詞 形容詞 重厚一厚重操急急幌
名詞 ・形容動調 名詞 ・形容詞 俗悪ー悪俗
4.5 Dに属する漢字語藁についての分析
日本語と中国語の意味が異なり、品詞性も異なる語葉が81組で、以下の表になる。
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表9 DIこ属する品詞性の異なる語葉例
日本語の品詞性 中国語の品詞性 語葉例
千也サ 動調 運漕一漕運仮作イ乍仮写譜一譜写手交一交手
手f少抄手証印一印証進上一上進先占一占先
送附附送打撲寸業打放下（ほうげ） 一下放
乱作イ乍乱放流一流放放下（ほうか） 一下放
名詞 ；｛疋1ー」L一旦ー」L疋｛ 
自サ 動詞 応接寸お志回折」折回坐骨乗坐絶叫一叫絶
脱出一出脱凍上一上凍動転転動浮上一上浮
流入一入流
名詞 形容詞 外編一編外 口上一上口 光背一背光紅粉粉紅
式台一台式緑青一青緑裟婆一婆裟霊水一水霊
生面一面生 当確一確当武神ー神武藍碧碧藍
直筆（じきひっ）一筆直
名詞 他サ 名詞 直筆（ちよくひっ）一筆直 量産一産量
了知→口了
自サ 名詞 運航ー航運感電電感芸風風芸得心心得
帯磁ー 磁帯
名詞・他サ 形容詞 強要一要強指弾一弾指体得戸得体
名詞 動詞 合切ー切合形相相形工費一費工止観一観止
秀作寸乍秀 手動 動ー手商相一相商賞品一品賞
旋盤一盤旋走行行走台下下台冷製一製冷
天頂頂天道念τ念道難品守一間難凡下下凡
名詞 名詞 ・形容詞 強豪豪強大老一老大路頭頭路
名詞・形容動詞 動詞 短気気短難解解難
名詞・自サ 高I］詞 便乗一乗便 来日一日来
名詞・形容動詞 形容詞 急峻蛾急、 同梱一相同
名詞 動詞・名詞 句集一集句属僚僚属廃残ー残廃暑中一中暑
形容動詞 名詞 心外イト心
名詞・自サ形容動詞 名詞 乱暴暴乱
名詞・面I］詞 副詞・名詞・形容詞 年長長年
副詞・形容動詞 名詞 存外寸ト存
日本語と中国語の意味が異なる語棄は 157組で、品詞性が一致するのが 76組あり、
その中の 74組が名調で、 「照合合照、戦死一死戦」の2組のみが名詞・動詞である。
品詞性が名詞であるものは以下となる。
相生生相生花花生縁辺一辺縁皇女女皇屋外外屋下名 名ー下家老一老家
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官軍軍官眼孔孔眼干天一天干機長一長機教苧ト科教行啓一啓行口説説口
君国国君軍配配軍劇評評劇仮病病仮検体体検高音音高虹彩彩虹
江上上江工町古一船工告文文告山房一房山 次位「位次式服一服式詩情ー情詩
実子一子実銃火一火銃情火一火情床机一机床上皇一皇上証票一票証序詞一詞序
水布同一禍水寸分一分寸精到耳長岡精精糖糖精石火火石前車車前胎内一内胎
地異一異地地隙一隙地中震震中泥水水泥点景一景有、点茶一茶点典薬薬典
頭韻一韻頭道産一産道頭部一部頭灯明一明灯烈丘イ底熱年余会年煤煙」腔）某
半月一月半盤台一台盤風眼一眼風舞楽一楽舞文金一金文別ife一派別片影一影片
母后后母野草草野溶岩寸号溶容儀イ義容羊頭頭羊流人人流露悪一悪露
楼主主楼蝋石石蝋和人人和水生生水
5.まとめ
本稿では『岩波国語辞書第七版』と『現代漢語詞典第六版』に記載されている中国
語と日本語における宇順の相反するこ宇漢語を抽出し、日中の宇順逆転の可能性によ
って、 a.b.c.d.e.fの6類に分類した。aは中国語と日本語の両方に逆転現象のあるも
の、 bは日本語には逆転現象があるが中国語には一方しかないもの、 cは中国語には
逆転現象があるが日本語には一方しかないもの、dは日本語には両方あるが中国語に
はどちらもないもの、 eは中国語には両方あるが日本語にはどちらもないもの、 fは両
方とも一方しかないが宇JI頃が逆転するもの。
本稿の研究対象となる f日本語の漢語が中国語で逆転する二宇漢語346組を中心に
両言語の意味と品詞性の相違を分析してみた。語の意味の異同から、4類に分類した。
Sは同義、 0は部分重複、 SUは包摂、Dは異義である。その調査結果、 Sは 106組
で全体の 31%、Oは34組で全体の 10%、Su Iは21組で全体の 6%、Su Hは28
組で全体の8%、Dは157組で全体の45%を占めていることが分かった。
今までの日本語に関する先行研究（鈴木1986；荒JI[1997）の中では、宇JI頃が逆にな
っても、意味にあまり変化がなく、宇順だけが逆転した語棄についてのみ説明してお
り、 宇）I頂の逆転とあわせて意味も変化した語に関しては言及されていなし、。本研究の
調査結果から見ると、日本語の中における宇JI慣の逆転現象と違い、日本語と中国語の
問での宇！｜慣が逆転する場合、両語が同義ではなくなる語葉が多数あり、意味が大きく
変わると言えよう。宇！｜債の逆転とともに、意味の変化も起こった語が多いことは明ら
かである。
中国語と日本語両言語における字順の逆転現象に関する先行研究が少なく、参考と
なるデータ自体が不足している分野である。本研究により、今後の研究を進める上で
のデータを提供することができれば幸いである。
。 。
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